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スプレーギク交配実生後代におけるマメハモグリバエ被害度の分布
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【目的】

キクにおけるマメハモグリバエの被害は大きく，

鹿児島県においてはハダニ，アザミウマ類，ヨト

ウ類とともに最重要害虫の一つとなっている。キ

クのマメハモグリバエ抵抗性は品種系統間で差が

あることが知られているが，抵抗性の要因につい

ては不明な点が多い。本試験ではマメハモグリバ

エ抵抗性の高い系統を育成するために，当センタ

ー育成系統を母本として，その後代についてマメ

ハモグリバエの被害度を調査し，親の違いによる

後代の被害程度の差異について検討を行った。

【材料および方法】

2006 年 12 月にオープン交配し得られた種子を

2007 年４月には種し，発芽した幼植物を５月８日

に子房親単位で本ぽ定植した。施肥は基肥として N

：P2O5：K2O ＝ 12:8:8(kg/10a)を施用した。植付け

後，白熱灯による暗期中断５時間電照を行い，６

月７日に消灯した。開花期は個体毎にばらついた

が概ね７月下旬から８月中旬であった。ハモグリ

バエを含む殺虫剤による防除を６月中旬まで実施

し，その後薬剤散布を行わず，マメハモグリバエ

の自然発生を促した。７月中旬に被害が蔓延した

ところを見計らって，個体毎に被害度の調査を行

った。被害程度は大マイン数の目視による達観調

査とし，0 無～ 5 甚として表記した。なお，被害

はほ場全体にほぼ均一に発生した。

【結果および考察】

供試した個体の子房親の特性を表１に示した。

これら３系統のマメハモグリバエ抵抗性は

16KS-84 がやや強い，16KS-86 が並，16KSC-20 が

やや弱い特性であった。子房親毎の交配後代実生

個体のマメハモグリバエ被害度を表２に示した。

被害度の平均値で見ると，16KS-84 の後代が最も

被害度が低く，次いで 16KS-86 の後代，そして

16KSC-20 の後代が最も被害度が高かった。子房親

の抵抗性の程度と交配後代の被害度を比較すると，

後代は集団として概ね子房親の抵抗性程度を受け

継いでいると考えられた。図１に各子房親毎の交

配後代のマメハモグリバエ被害度の分布を示した。

各系統の後代毎に抵抗性の程度が異なったが，い

ずれの系統後代も被害度が０～５まで広く分布し

た。このことは後代のマメハモグリバエ抵抗性の

強弱が広範囲にばらつくことを意味している。

実際の育種の場面では，他の優良特性等を考慮

して，マメハモグリバエに弱い親を交配親に用い

らざるを得ない場合がある。本試験の結果から，

マメハモグリバエに弱い親を利用しても，割合と

しては高くないが，後代に抵抗性の高い系統が選

抜可能であることが示唆された。

表1 交配子房親の概要

子房親名 花色 抵抗性1)

16KS-84 薄ピンク やや強い

16KS-86 濃ピンク 並

16KSC-20 薄ピンク やや弱い

1)抵抗性は子房親のマメハモグリバエに対する抵抗性の程度を示す

表2 交配後代のマメハモグリバエ被害度の分布

子房親名 調査個体数 被害度平均値 標準偏差

16KS-84 139 1.99 a 1.22

16KS-86 463 2.42 b 1.14

16KSC-20 181 3.82 c 0.95

合計・平均 1,343 2.95 1.28

Tukey-Kramer法により異なる記号間は1%水準で有意差あり

被害度は大マイン数の目視による達観調査、0無～5甚
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図1　子房親の違いによる、後代のハモグリバエ抵抗性の分布
　　　　（合計を100%とした割合表示）
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【目的】 

 本県で育成した鉢物トルコギキョウ‘チェリー

ビー’をはじめとする品種の権利保護のためには

DNA マーカーを用いた品種識別法の確立が必要

である。しかし，トルコギキョウでは品種識別に

利用可能な DNA マーカーは報告されていない。

そこで，多型性に富む SSR(Simple Sequence 
Repeat)マーカーを作成し，トルコギキョウの品種

識別への適用性を検討した。 
【材料および方法】 

 ‘チェリービー’の若葉から改変 CTAB 法を用

いて DNA を抽出した。Adaptor Ligated Library 法
1)に従い，PCR によって AC6AGnモチーフを含む

DNA 配列を増幅した。増幅産物を TA クローニン

グして単離後，塩基配列を決定し，Primer3 を用い

てプライマーを設計した。 

 作成したマーカーは育成・市販 31 品種、各１個

体の DNA を用いて品種間多型を解析し，12 品種、

各 12 個体の DNA を用いて品種内多型の解析を行

った。PCR 産物は変性 PAGE 後，銀染色によりバ

ンドを検出した。 

【結果および考察】 

 シーケンスの結果，マイクロサテライトを含む

配列を 89 個得た。うち３個は重複しており，65
個の配列からプライマーを設計できた。PCR の結

果、65 プライマー対のうち，60 個で期待された長

さの DNA が増幅された。31 品種間で多型の見ら

れたマーカーは 37 種類であった。 

 品種間多型を示した３マーカーについて 12 品

種で品種内多型を調査したところ，５品種で多型

が見られた（図１）。このため，トルコギキョウ

において SSR マーカーを用いた品種識別を行う

ためには、タマネギ 2)で報告されているように，

品種ごとのマーカーのアリル頻度を調査の上、複

数個体を解析する方法が考えられた。 
以上より，他殖性であるトルコギキョウでは同

一品種内においても SSR 遺伝子型に変異が存在

することが示された。今後は育種段階において SR
遺伝子座を固定させていく選抜をする，あるいは

細胞質ゲノム由来のマーカーを作成していく必

要があると考えられた。 
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図１　SSRマーカーで観察されたトルコギキョウの品種内多型
　　　 注）各品種12個体を供試
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